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本研究は,従 来の橋面舗装用グースアスファル トの代替 として,耐 流動性があ り不透水性 にも優れ

ている砕石マスチ ックアスファル ト(SMA)を 適用するための配合に関する検討である.配 合設計

における締固めは,砕 石の多いSMAで は,マ ーシャルよりもジャイレ トリ(GTM)が 適 している

との考えか らその適用を検討 した.そ の結果,2.36mmふ るい通過量により,GTMの 締固め旋回数ND

を求め,不 透水性と耐流動性を確保できるレベルの骨材配合およびアスファル ト量を設定するための

SMA用 配合設計手法を求めた.さ らに,実 際の適用においては床版との接着強度を確保できること

が必要で,そ の接着 ・防水材料の選定 も検討 して橋面用SMAシ ステムを提案 した.
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1.ま え が き

砕石マスチックアスファル トは,1960年 代の西 ドイ

ツで耐摩耗性に優れた混合物として開発されたもので,

その後植物繊維や改質アスファル トなどの使用により

流動抵抗性を高めた混合物に改善され,欧 州各国や米

国で耐流動混合物 として利用 されてきた混合物である.

各国で種々の呼称があるが,本 論では砕石マスチック

アスファル ト(SplittMastixasphalt;以 下,SMA

と称す)と した・

SMAは 日本でも1980年代後半に導入され1),わ が

国の気象条件や交通条件に合うよう改良が加えられ,

これまでに一般道を中心に,高 速道路を含め10万㎡に

及ぶ施工実績がある.

SMAは 粒径2.36mm以 上の粗骨材が70%程 度を占め

るギャップ型粒度の混合物で,基 本的には締固められ

た骨材構造の間隙に,細 骨材,フ ィラー,植 物繊維,

アスファル トからなるアスファル トモルタルをマスチ

ックとして充填 して,そ の骨格を長期に亘って保持さ

せるという考え方の混合物である.粗 骨材骨格間とマ

スチックの量や質の組合わせを適正化することによっ

て,適 用目的に応 じたSMAが 得られる特徴 もある.

その適用として,一 般の耐摩耗 ・耐流動舗装のほか,

最近は橋面舗装(鋼 床版およびRC床 版)へ の適用が

注目されている.こ のうち鋼床版舗装においては,こ

れまではグースアスファル ト(以 下,グ ースという)

を下層とする2層 式の舗装が標準的に施工されてきた.

グースは不透水性混合物で鋼床版との密着性がよく,

防錆に非常に優れている.し か し,耐 流動性に欠ける

こと,施 工コス トが高いこと,240℃以上の流 し込みで

行う高温施工とその際の発生ガス等の問題がある.

また一方では,車 両の重量化対策として,鋼 床版の

板厚が検討されており,そ れに伴って舗装厚の低減化

(舗装の1層 化)が 求められている.既 往のグースで

は耐流動性に問題があり,代 替工法が必要である.

この対応として期待されるのがSMAで ある.前 述

の特性のほか,グ ースよりも低温域で,し かも通常の

アスファル ト舗装と同様の施工が可能であり,製 造,

施工の面でも容易であり,ま た,橋 梁の熱膨張による

構造への負荷や塗装の熱劣化を軽減する効果もある2).

したがって、SMAが 十分な不透水性を保持できれ

ば,グ ース代替としての役目を果すことが期待できる.

ここで,SMAを 橋面舗装用(こ こでは主に鋼床版

用を文橡 とし,RC床 版用はそれに準 じて考慮する)

として適用する場合に主要な二つの課題がある.
一つは

,耐 流動性を保持し,か つ不透水性も保証で

きるSMA特 性の設定,も う一つは,得 られたSMA

と床版面との接着性の確保である.
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本研究では,前 者は締固められたSMAの 透水係数

が一定レベル以下となる空隙率の把握,か つホィール

トラッキング試験で所要 レベル以上の動的安定度が確

保できることの検討,後 者は,得 られたSMAが 適切

な接着強度を有 していることの検討を行 った.

2.橋 面舗装用SMAの 特性の設定

(1)特 性設定の検討

アスファル ト混合物 の配合設定(一 般的なSMAも

含めて)に は,マ ーシャル法が経験的な方法として用

いられてきたが,突 固め作用とローラ転圧では締固め

機構が異な り,と くにSMAの ような砕石の多い混合

物では,締 固め法により差異が出てくると考えられる.

すなわち,マ ーシャル法の突固め作用では,砕 石の

割れが生 じたり,砕 石粒子の動きがモール ド内で制約

されるが,ニ ーディング作用のある締固め法では,砕

石粒子の動きがスムースで,締 り具合に差異が生ずる

ものと推定される.し たがって、SMAを 橋面舗装用

として配合設計する場合,不 透水性の確保のために特

に重要となる空隙率を評価するには,よ り実際の締固

めに近い方法で空隙率を求めることが必要である.

そこで,本 研究ではSMAに 対する実験室での締固

め方法として,ロ ーラ転圧に近いとされるジャイレト

リ試験機による締固め法が実際的であると判断 して,

SMAに 必要な空隙率 レベルの検討を行 った.

ジャイレトリ試験機(Gyratory Testing Machine;

以下,GTMと 称す)は,1950年 代に米国で開発され,

アスファル ト混合物の締固めとして主に研究目的に使

われたが3),4),汎 用的な配合設計用としては普及 しな

かった経緯がある.し かし,近 年実施 されたSHRP

において,Superpave混 合物の配合設計にGTMが 採用

され5),注 目されていることを考えれば,GTM法 が

アスファル ト混合物の室内締固めの手段として,再 認

識されたものと受けとめられるが,そ の適用には連続

粒度混合物であることの制約がある.ま た,累 積交通

量に応 じた所要の旋回数 も定められているが,SMA

にはそのまま適用できない点がある.こ のような背景

もあり,本 研究において,SHRPのGTMを 用いた

SMAの 配合検討も行うこととした.

次に,床 版とSMAと の接着性についてであるが,

SMAは グースに比較 して粗骨材量が多 く,そ のため

床版との面接触がグースより少なく,接 着性能に劣る

ことが懸念される.そ こで,各 種の床版用接着 ・防水

材料について検討 し,不 透水性のあるSMAの 特性を

生かす接着 ・防水材料を選定 し,一 つの鋼床版舗装の

システムとして提案 した.

(2)特 性設定の目標値

SMAを 鋼床版舗装の下層用もしくは1層 用に適用

する場合の混合物特性として,本 研究では初めに不透

水性および耐流動性 レベルを以下のように設定 した.

不透水性 透水係数 レベル ＜1×10-7cm/s

耐流動性1層 用DSレ ベル ≧3,000回/mm

下層用DSレ ベル ≧1,500回/mm

透水係数1×10-7cm/s未 満は,ほ ぼ不透水 とされ る

密粒アスコンの透水係数1×10-6cm/sオ ーダーを下回

り,十 分 に不透水性 といえ るレベルである.ま た土の

透水性についての地盤工学会の表現では1×10-7cm/s

未満は実質上不透水性のランクになってお り6),本 研

究でもこれを参考 と して設定 した.

ホィール トラッキング試験7)(以 下,WT試 験 と称

す)に よる動的安定度(以 下,DSと 記す)に ついて

は,1層 用は一般のC,D交 通並み とし,下 層用 につ

いては,同 程度かやや低い レベルで もよいと した.

最終的にSMAが これ らの条件を満足できるよ うに,

GTM締 固め混合物 の空隙率を もとに,適 正なアスフ

ァル ト量を設定す ることとした.

次に,得 られたSMAと 床版 との接着強度の 目標は

以下のよ うに設定 した.

鋼 床 版(20,-10℃)≧14kgf/cm2(1.37MPa)

RC床 版(20℃)≧6kgf/cm2(0.59MPa)

(-10℃)≧12kgf/cm(1.18MPa)

ここで 鋼床版との接着強度の目標値は,供 用年数 と

アスファル ト混合物の引張 り強さの関係から推定され

た値8)を用いた.ま たRC床 版については,コ ンクリ

ー ト床版防水層の品質基準の目安9)の値を用いた.

3.特 性試験 によるSMA配 合の検討

(1)検 討方針

既述の如 く連続粒度等の制約があるために,SMA

配合に対 して,GTMに よるアスファル ト量(以 下,

アス量と称す)を 設定するための方法を確立するには,

締固め特性がどういう傾向を示すかを見る必要がある.

ここでは予備的試験として,従 来のマーシャル試験法

(突固め両面50回)で 求めたアス量(OACで 表す)

を用いてGTMに よる締固めを行い,SMAに 適する

設定法への基礎データを得た上で,以 降の配合設定へ

の対応法を考察することとした.そ の際SMAと の違

いを見る目的で,参 考として密粒アスコン(13)につい
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図-1実 験に適用したSMAの 粒度曲線

てもGTM締 固め検討に加えた.
一方

,鋼 床版舗装用として適するSMA配 合の選定

については,先 に設定した特性値のうち,ま ずWT試

験によるDSが,概 ね3,000回/mm以 上を満足できる粒

度および適用バインダー種の組合わせを選定 し,次 に,

DS値 を満足した配合について透水試験を行い,不 透

水 レベルを保持できるSMAを 求める.

(2)使 用材料とSMAの 配合

橋面舗装用SMAの 条件に適する骨材配合を図-1に

示す標準的なSMAの 粒度範囲の中から見い出すため,

検討 した粒度は,そ れを5等 分 し,細 かい粒度の方か

らの4粒 度(配 合粒度区分の記号I～IV)と した.

骨材の最大粒径は13mmと し,粒 径2.36mm以 下の細

骨材は天然砂のみの場合と天然砂とスクリーニングス

を1:1で 併用 した配合とした.こ の目的は砂の違い

によるGTM締 固めの差異を見るためである.な お,

混合物に対して植物繊維を0.5%添 加 している.

アスフ ァル トはス トレー トアスファル ト60～80(以

下,ス トアスという)と 改質II型 アスファル ト(以 下,

改質アスという)を 用いた.こ れらを組合わせた16

種の配合を表-1に示す.

(3)GTMに よる締固め特性の検討

a)GTM実 施条件

使用 したGTM(米 国:ラ インハルト社製)は,SHRP

Superpave用 混合物 の設計に用 いるもので,実 施条件 は

以下のとお りである.

① モール ド径:10cmφ

②旋回角:1.25° ±0.02°

③圧力:0.6MPa(約6kgf/cm2)

④回転数:30回/min

締固め特性 の検討用混合物は,表-1のSMA配 合に

ついて求めたマー シャルのOACで,マ ー シャル法 と

表-1SMA検 討配合組合わせ

同様の混合温度と締固め温度とし,モ ール ドに詰めて,

GTM旋 回により締固めた.

GTMの 旋回数300回程度までは,旋回数Nの 対数に

対 して密度が直線的に変化することから5),本 研究で

はN=200ま で旋回を行い,そ の特性を締固め率で評価

した.な お,こ の締固め率はGTM内 の締固めレベル

をその装置が自動的に計算 して表示するもので,以 下

のような値である.

締固め率(%)=100×(供 試体密度/理論最大密度)

したがって、空隙率は以下のようになる.

空隙率(%)=100-締 固め率

ここで,供 試体密度とはGTMに セ ットされた混合

物のモール ド内の高さと底面積および重量から計算 さ

れるかさ密度である.

通常,ア スファル ト混合物では,空 中および水中重

量から求められるかさ密度(こ こでは実測密度と書 く)

を使用することか ら,締 固め後モール ドから供試体を

抜取り,実 測密度とノギスによるかさ密度を測定 して

GTMの かさ密度と比較 した.

b)GTM締 固め結果と考察

図-2は,GTMが 表示する締固め率(以 下GTM締

固め率)に 対する実測密度から計算 した締固め率(以

下実測締固め率)お よびノギス密度から計算 した締固

め率(以 下ノギス締固め率)で 示 したものである.

これによると,SMAの 粒度区分や使用骨材,使 用

アスファル トの種類およびアスファル ト量に拘 らず,

ノギス締固め率はGTM締 固め率にほぼ1:1で 対応

するのに対 して,実 測締固め率は一致せず,締 固め率

が低いほど差異があることが分った.す なわちGTM

締固め率はノギス締固め率と同じであり,通 常使用す

る実測密度によるものとは異なる締固め率である.

GTM締 固め率が小さいのは砕石粒子の多いSMA

では,締 固め中にモール ド壁と供試体間に隙間が生 じ
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図-2GTM締 固め率と実測締固め率の関係

図-3粒 度区分によるGTM～ 実測の関係

やす く,そ の分が空隙となって計算されるためである.

GTM法 がSMAの 配合設計にとって有効との判断

から導入を試みているものであるが,GTM締 固め率

≠実測締固め率では実用的に適用 しにくい.そ こで,

GTM締 固め率が使えるように,両 者の関係を調べ,

実測締固め率へ修正ができるかどうかを検討した.

図-3は,図-2の 実測締固め率について粒度区分ごと

に回帰線を入れたもので,多 少の誤差はあるものの,

何れも100%でGTMと 実測の締固め率が一致すること

が分る.こ れは粒度区分ごとに,GTM締 固め率から

実測締固め率へと換算できることを示 している.

図-3において,各 回帰直線の勾配をa,ま た直線の

切片をbと してそれぞれ2.36mmふ るい通過量に対 して

プロットすれば,そ れぞれ図-4,図-5の ようになる.

aお よびbと も相関係数は0.99と極めて高 く,し たが

って、2.36mmふ るい通過量によりGTM締 固め率から

図-4 2.36mmふ るい通過量 と実測対GTM勾 配a

との関係

図-5 2.36mmふ るい通過量 と実測対GTM直 線の

切片bと の関係

実測締固め率への修正が可能であるといえる.

修正後の締固め率を修正締固め率(実 測締固め率の

推定値)と 表現すれば,換 算式は以下の とお りであ る.

粒度I Y=0.65x+34.1

II Y=0.59x+41.3

III Y=0.53x+46.9

IV Y=0.48x+52.7

ここで,Y:修 正締固め率(%)

X:そ の粒度でのGTM締 固め率(%)

式は旋 回数N=200回 におけ る関係 か ら求めたもので

あるが,Nが300回 程度まではLogNに 対 して締固め率

が直線 的に変化するので,N＜200に 対 して もこの式 は

十分適用可能 と考え られる.

ここで,GTMと 実測による締固め率が1:1に 対

応する(両 者が一致する)混 合物 について述べると,

図-4の よ うに,参 考 として実施 した密粒(13)を 含めた

回帰線が勾配a=1に なる点か ら,2.36mmふ るい通過量

が約43%以 上になる混合物であることが分 る.こ れは

密粒や細粒アスコン等の細かい混合物 の場合である.
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したがって、43%よ り粗い混合物に適用する場合には,

本研究で得られたような修正が必要である.

(4)DS値 によるSMA粒 度の選定

表-1に示 した16配合について実施 したWT試 験によ

るDSを 図-6に示す.耐 流動性を加味した橋面舗装用

SMAのDS値 は概ね3,000回/mm以 上を目指している

が(た だし下層の場合は1,500回/mm以 上),そ の条件

が満足できる配合は概略以下のとおりであった.

①DS≧3,000回/mm→ 粒度II～IVで,か つ

改質アス使用のもののみ

②DS≧1.500回/mm→ 改質アスは粒度区分I～IV

ス トアスは粒度区分III～IV

の一部

これらの結果,耐 流動の目標からは橋面用SMAに

は適用層の如何に拘 らず,バ インダーは改質アスファ

ル トを使うことが必要であると結論される。また,粒

度は粗い方がDSが 大きくなっているが 配合粒度に

ついては次の透水試験との絡みで選定する必要がある.

(5)透 水係数によるSMAの 不透水性確認

透水試験は,地 盤工学会の土の透水試験方法6)に準

拠 した方法により,透 水面に水圧を1.5kgf/cm2(0.152

MPa)をかける定水位方法で実施 した.

供試体作製には,表-1の うち先のDSの 結果から選

定 した改質アスを使用 した配合のみの8種 を用いた.

また,こ こではマーシャルOACを 用い,そ の空隙率

にほぼ等 しくなるようなGTM旋 回数Nを 先のN=200

回のデータから算定 し,こ れで作製 したものを用いた.

図-7は,SMAの 透水係数を空隙率に対 して示 した

ものである。なお,1×10-7cm/s未 満の不透水域にあ

るものは途中で測定を打切っている.こ の結果から,

GTMで 空隙率が3%以 下に締められたSMAは,ど

の配合についても不透水性が確保されることである.

これは,現 場の締固めでも3%以 下が必要であるこ

とに通じ,GTMをSMAの 配合設計に導入すること

に重要な意味を持つ.つ まり,GTM締 固めで設定さ

れたSMAの 空隙率は,そ のまま現場における空隙率

レベルとして受入れられると考えられるからである.

4.SMA配 合設計へ のGTMの 適用

(1)配 合設定用GTM旋 回数N(ND)の 設定

本章では,GTM締 固め率から実締固め率への修正

式を取り入れSMAの 配合設計を行う際のGTMの

旋回数Nを どう決めるかを検討 した.

前章で,DSや 透水係数から橋面用に適するSMA

図-6SMAの 締固め率とDS値 の関係

図-7SMAの 透水試験結果

の配合を検討 したが,最 終的に床版との接着がよい配

合を得るため,表-1の 配合I～IVの 砂+ス クリーニン

グスおよび改質アスの組合わせに絞った4配 合に加え,

図-8に 示す2.36mmと75μmふ るい通過量による組合わ

せ配合について検討を行 った.こ こでI～IVは2.36mm

通過量の区分を表 し,①～④は75μm通過量の区分を表

している.な お波線は前章のI～IVと 同 じ配合である.

配合設計用GTM旋 回数Nの 検討では,締 固めに用

いるSMAの アス量の取 り方が問題であるが,こ こは

マーシャルOACを 用いた.そ れは混合物特性として

経験的に問題ない範囲と判断されるからである.

GTM締 固めはN=200ま で行い,修 正締固め率式に

より実測締固め率へと修正 した.こ の修正後の結果に

ついて,III①粒度の例をN=150ま でのデータで示 した.

Nの 対数に対する修正締固め率はほぼ直線となって

おり(相 関係数=0.99),他 の粒度でも同様であった.

その各配合の直線式を求め整理 したのが表-2である.
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図-8GTM配 合設計検討用粒度組合わせ

図-9GTMに よる締固め率の1例

このNに 対する修正締固め率の直線勾配をc,切 片

をdと すると,2.36mmふ るい通過量の同一 グループ内

では勾配cの 差が小 さ くなっている.そ こで グループ

ごとの平均を示 したのが右欄 であ り,図-10で ある.

この結果で,2.36mm粒 度区分のIお よびIIの 勾配c

が等 しいのは,GTMで の締 ま り方が同等,す なわ ち

同 じNで 同 じ密度 に締 まることを示唆 している.

これは締固めに対 してモル タル量が影響 しているも

の と考え,そ の検証のため各配合の2.36mm以 上の粗骨

材で作 られる骨材 間隙量に対する2.36mm以 下の細骨材,

フィラー,植 物繊維,ア スファル トで構 成されるモル

タル分の割合を調べてみた.こ こで,粗 骨材間隙量は

粗骨材をマー シャルモール ドに詰め,片 面50回 突固め

によ り求め,ま た,モ ルタル容積は混合物の理論密度

から計算 した.そ して,

モルタル占有率(%)=100×(モ ルタル容積/骨 材間隙量)

と して計算 し,こ れを2.36mm通 過量に対 してプ ロッ ト

す ると図-11が 得 られた.こ の結果,モ ル タル占有率

は粒度区分IIお よびIで ほぼ等量 となっており,こ の

傾向は先の締固め率勾配cの 傾向 と 一致す る.す なわ

表-2SMAの 修正締固め率勾配

図-102.36mm通 過量 と修正締固め率勾配の関係

図-11骨 材間隙に対するモルタル占有率

ち2.36mmふ るい通過量 が概ね30%以 上では,モ ル タル

占有率が 同等 とな ってお り,GTM旋 回数Nに 対 して

締固めの程度が同等になるもの と考え られ る.

以上の結果を踏 まえ配合設計にGTMを 用いるとき

の旋回数Nを 以下のように定めた.

① 当面,Nの めやすはマー シャルOACに おける

空隙率に相 当す る回数で設定 しND(NDesign)と

す る(必 要 なら将来 データを蓄積 しNDを 見直す).

②2.36mmふ るい通過量が30%を 越えるSMAの 旋

回数NDは 一定 とす る.
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表-3特 性結果 と配合設定用GTM旋 回数NDの 設定

図-12配 合設定に用いるGTM旋 回数ND

こうして求めた配合設計におけるNDは,表-3の とお

りであ り,粒 度 区分 に対するNDは 図-12に 示す.

(2)橋 面用SMAの 粒度

10配 合につ いて求めたWT試 験によるDSは 表-3に

示 してあ るが,耐 流動性のある橋面用SMAは,DS

≧3,000回/mmで 選定 し,II① 粒度 よ りも粗い側になる.

一方 ,前 章の透水試験か ら1×10-7cm/s未 満の不透

水性を得 るには,空 隙率 ≦3%が 必要で,III③ 粒度 よ

り細かい側になる.こ れ らか ら橋面用SMA粒 度は,

III③(SMA粒 度範囲の中央)～II①(上 限側)

とな り,III① 粒度 などが最 も適 しているといえる.

(3)GTMを 用いたSMAの 配合設定手順

これまでに得られた結果を踏まえ,GTMをSMA

のアス量を決定するための配合設定に導入する手順を

検討 した.そ れを簡略に示せば以下のとおりである.

① 適用粒度を決める(選 定は前記による).

②2.36mmふ るい通過量により,GTM旋 回数NDを

決める(図-12に よる).

③ アス量を3点 変えて,GTM締 固めをNDま で行

い空隙率を求める(修 正締固め率か実測による).

表-4接 着 ・防水材料と接着試験結果

太字は,目 標値以上のもの

④ アス量 に対 して空隙率をプロ ッ トし,空 隙率が

3%以 下(目 標2.8%)に なるアス量を求める.

⑤ そのアス量でWT試 験を行いDS≧3,000回/mm

であることを確認する(も し,3,000未 満の場合 は,

再検討する).

5.接 着 ・防水材料 の検討

接着 ・防水材料の良否は床版舗装にとって重要であ

り,グー ス代替としてSMAを 適用するに当り,床 版

との接着性の良い材料を選択するための検討を行った.

橋面用接着 ・防水材料は,従 来より鋼床版には主に

溶剤系ゴムアスが用いられ,RC床 版にはシー ト系が

用いられている,本 研究でもそれらの材料を中心に検

討を行ったもので,内 容については表-4に示 したとお

りである.塗 布量等については示していないが,何 れ

も市販品の標準的な量を使用 している.

材料評価は接着強度で行 った.接 着性試験は建設省

建築研究所開発の試験機(建 研式という)を 用いた.

試料の床版のうち,鋼 床版はショットブラス ト処理 し

たもの,RC床 版はサンダーによりレイタンス除去処

理を行ったものを用いた.

接着性試験用供試体は,試 料鋼床版およびRC床 版

上に接着 ・防水材料を設け,そ の上に5cm厚 のSMA

を締固めて作製 した.試 験は供試体上面よりコアカッ

タで床版まで10cmφの切れ目を入れ,SMAの 上面に

エポキシ樹脂でアタッチメン トヘ ッドを接着し,試 験

温度20℃または-10℃ に24時間以上養生 した後,1kgf

/cm2・s(0.098MPa/s)の 荷重で引剥がした.

なお,SMAの 適用配合は前章4(2)で 選定 した
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III①粒度を用いた.

表-4に示 した接着試験結果で,目 標値を満足 したも

のは,鋼 床版に対 してはゴムアス系,エ ポキシ系であ

るが,後 者はわが国では実績がないため今後の課題で

ある.従 来の溶剤型ゴムアス2層 塗りで,接 着強度は

十分得られているが,防 水をより重視する場合にはプ

ローンアス系をその上に塗布するのが適切と思われる.

一方,RC床 版用については,エ ポキシ系はやはり

実績がないこと,乳 剤系は残存水分がSMAの 締固め

に影響を与える恐れがあること等から,従 来型のシー

トで十分であるとの結果となった.

6.ま とめ と結論

本研究では,橋 面舗装へSMAを 適用するため配合

設定を含む種々の検討を行い,以 下の結論を得た.

①SMAの 配合設定にはGTM締 固め法を用いる

が,GTM締 固め率と実測締固め率間に差異があ

る.そ こで,両 者の関係式を求め,実 測締固め率

に修正することで,GTM法 の適用を可能とした.

②SMAの 配合設定に用いるGTM旋 回数NDは,

2.36mmふ るい通過量により変化させる値を求めた.

③ 橋面用SMAの 配合設定は,粒度に応じたND回

の締固めにより,空 隙率およびDSが 確保できる

アスファル ト量を設定する方式を提案 した.

④SMAの 不透水領域を1×10-7未 満cm/sと した

場合,空 隙率は3%以 下が必要である.

⑤ 不透水性を保持 し,SMAの 特長である耐流動

性 レベルをDS≧3,000回/mmに 維持できる配合お

よび粒度は,本 文で示 したIII③～II①の範囲で,

かつ改質アスファル トを使った配合である.

⑥ 橋面舗装用SMAは,床 版との接着性が重要で

あり,目 標とする接着強度をクリアできる接着 ・

防水材料を設定できた.

以上,橋 面用SMAを 検討 し,適 用可能な配合およ

びそれを決めるための配合設計手法を得ることができ

た.橋 面へのSMAの 適用実績は未だ少ないが,グ ー

ス代替工法として今後の適用が期待される.
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STUDY OF MIX DESIGN METHOD FOR SPLITT 

MASTIX ASPHALT USING GYRATORY 

TESTING MACHINE 

NOBUYUK I NEMOTO, TAKAO ARAI

We studied mix design method of Splitt Mastix Asphalt(SMA) applied for bridge deck pavement 

in stead of gussasphalt. The mix design procedure we adopted is Gyratory Testing Machine 

(GTM) which simulates actual rolling. As a result of our study is follows; Gyration number 

ND in mix design is given by passing percent of 2.36mm sieve size of SMA aggregate

gradation. Asphalt content of SMA should be selected both to have air voids of under 3% 

level for having properties of impermeability and Dynamic Stability(DS) by wheeltracking 

test of over 3,000 pass/mm for rutting registance.

―264―


